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A01
糖モジュール法を活用した生理活性糖ミミックの合成

生理活性オリゴ糖は重要なリガンドであり、生命活動で重要な役
割を果たしている。オリゴ糖は保護基の化学を含む、困難な合成
が伴うため、糖鎖をモジュールとして分解し、重合によって再組
織化する、糖モジュール法を駆使して生理活性糖鎖ミミックの創
製を検討した。

1. 重合性硫酸化糖によるグリコサミノグリカンミミック
グリコサミノグリカン（GAGｓ）はヘパリン、へパランなどの重要な生理
活性多糖を含む相称である。硫酸化糖モノマーの重合によって、GAGsミ
ミックを創製した。VEGFに特異的な結合を示し、GAGsミミックの投与に
よって、腫瘍成長の抑制効果が見られた。
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Glycosaminoglycan mimic polymer by vinyl saccharide

重合による再構成

2.糖モジュール法によるGM1ミミックの創製

Glycolipid：GM1

Cholera Toxin B subunit(CTB)

• Cholera toxin recognizes penta saccharide of GM1.

2.糖モジュール法によるGM1ミミックライブラリー
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